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2026年度　核融合科学研究所スクーリング・ネットワーキング事業
実施申請書

	人的交流

	実施責任者
	所属機関・部局：

	職名・学年：

	氏名：
年齢（4/1現在）：
国籍：
博士学位取得時期 
☐未　/ □ 　〇〇年○月

	実施責任者連絡先
	電話：

	E-mail：


	派遣期間
	　年　月　日 (出発日)　～　  　年　月　日 (帰宅日)（〇日間）

	交流先機関及び
受入責任者
	機関等名：

受入責任者名：
E-mail:

	本交流で人材育成を行う対象
（該当にチェック）
	□本人　　：□学生、□若手研究者、□他分野・産業界
□本人以外：□同行学生（氏名：　　　　　　　　　　　　　　　）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	交流先の主な研究内容
	

	交流目的等の説明
（行数・ページ数は適宜増やしてください）
	１．核融合人材の育成としての本交流の目的




２．上記目的に沿った具体的交流内容




３．上記内容を実施する上での交流期間の妥当性




４．この交流によって期待される人材育成上の成果（知見、技能等）




５．交流先との交渉を含めた準備状況





６．以下のいずれかを説明すること
①　人材育成対象が本人の場合：
核融合人材としての自身の将来構想と、それに対する今回の交流の寄与
②　人材育成対象が同行学生の場合：
　　　　訪問先、実施内容及び滞在期間も含めて、人材育成を行う上で同行が不可欠である理由、及び同行学生の交流日程との整合性
　③　人材育成対象が本人でも同行学生でもない場合：
　　　　核融合人材の育成のために本交流が不可欠である理由



　　
７．前年度採択　：　□有　・　□無　　（該当にチェック）
「有」の場合、前年度事業内容との関係




	備考
	※装置使用料の支援を希望する場合は，装置名と予定額を記載してください。
※※産休・育休による研究活動の中断がある場合は、中断期間を明記してください。
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